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北 海 道 演 習 林

Aミ ズ ナ ラ用 材 林 作 業 法 に 関 す る 研 究

今 田 盛 生 。柿 原 道 喜

この研究は、 ミズナラ用材林(構 造材林)の 造成を対象とした作業法に関する理論的研究およ

び実証的研究(こ れは実証的基礎研究と実証的応用研究に2分 される)で あつて、本年度は研究

を開始 してか ら第8年 次にあたる。

本年度の研究経過は、実証的研究の一部を継続実施するとともに、この研究結果を含めて、過

去8年 間に得 られた研究成果の総括的なとbま とめを行なつた。そのとbま とめの結果は、九大

演報第45号(昭 和46年 穏 月発行予定)に 報告する。 したがつて、 ここでは、その概要を報

告するにとどめたセ㌔

1総 論

ミズナラの構造材林造成上考慮すぺき樹性於 よび ミズナラ構造用素材に要求される形質を検

討して、それにもとづき、 ミズナラ携造材林の育林技術上の基本的要件はつぎのとおりである

ことを明らかにした。

① 更新期に細いて、密立更新樹を確保すること。

② 幼令期までに論いて、上層林冠を単層一斉状態に構成すること。

③ 壮令期以後に訟いて、上層間伐を採用することにより、肥大生長を促進すること。

④ 収穫期に細いて、長伐期を採用することにより、高令大径林を造成すること。

韮 理論的研究

育林技術上の基本的要件とミズナラの構造材林の作業法に関連する特性に もとづき、各種の

作業法について、主 として育林技術上の観点から、 ミズナラ構造材林造成に対する適用性を検

討 し、理論上の適用段階に訟ける基本的作業法は、伐採木自身か らの落下種子を活用する皆伐

天然下種更新法であることを明らかにした。その技術的内容を、 より具体的に明 らかにすると

つぎの とお・りである。

すなわち、伐期に達した ミズナラ林を対象として、その林分の結実豊作年秋の種子落下後冬

期間内に、 ミズナジ上木を皆伐し、その伐採木自身か らの落下種子を活用 して、その皆伐跡地

に、翌春ただちにミズナラ稚苗を発生させて更親を完了する方法であるδ

班 実証的観究

(1)基 礎研究



ミズナラの作業法に関連する特性、すなわち結実量、発芽、種子散布、上木庇蔭下にお

ける稚苗の生育、稚苗の根系、稚幼期の密立林分にゑける優勢木、林分の生長推移を明 ら

かにし、育林技術上の観点か ら考察を試みた。

② 応用研究

さ養に明らかに した基本的作業法適用に必要な単位林分に対する個 々の育林手段は、下

種地猜→補播→種子覆±→更薪伐→枝条整理→補植→稚樹刈出→除伐→枝打→間伐である

ことを明らかにし、ついで、その個 々の育林手段のそれぞれにっいて、各種の施行方法 を

現実の林地で試験し、それぞれ最 も適切な施行方法を選び出 した。さ らに、それ らの個 々

の育林手段の最 も適切な施行方法 を、それぞれの関連性 を考慮 して、合理的に組合わせ、

基本的作業法適用によるミズナラ構造材林造成に適応 した育林技術の体系化を試みた。

W基 本的作業法の総括的考察

以上の研究結果 を総括 して、 ミズナラ構造材林造成を対象 とした基本的作業法の単位林分

に対する適用方法の基準論よび収穫 目標は、表一 葉お・よび表一2の と論りであることを明ら

かにするとともに、この作業法を適用した場合の森林構成 を明らかにした。

それ らにもとついて総括的考察を試み、この作業法の適用は大規模林業経営体に限定され

る可能性が大きく、現実の適用段階において は、小面積の単位林分を構成単位 とする森林組

織化 をはかるとともに、その単位林分を逐次隣接さぜず、林道網整鋳を先行さぜて分散させ

るべ きであることを明 らかにしたg

表一1収 穫 目 標

注)素 材収穫材積誇よび素材収穫利用率には、構造用素材以外の主伐期の

パルプ材などは含唆れておらず、また中間的収穫の間伐材なども含ま

れてはいない。
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